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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 東川名山防犯パトロール隊 

２事業名 東川名山町内住宅対象侵入盗・自動車盗撲滅事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３事業実施 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．パトロール体制の強化（A事業） 

  本隊は、東川名山町内会の役員及び組長で組織しています。平成 29 年

3月から始めた月１回の夜間の徒歩による防犯パトロールに加えて、青色

回転灯を装備した車両によるパトロールを昼間と夜間に週２回新たに加

えることで、防犯・犯罪抑止のために活動しています。 

  本事業により、青色回転灯１基をはじめとして、新たにベスト、帽子、

腕章、誘導棒を 10セット購入しました。 

  事業期間中、午前２回、午後 10 回及び夜間７回のパトロールを実施し

ました。青パトは学区としても初めてのことで、住民の防犯意識を高揚さ

せる一助となりました。 

青色防犯パトロール講習会の実施        出発式 
 
 
 

町内パトロール（昼間）       町内パトロール（夜間） 
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    車による巡回         下校児童の見守り 

 

２．防犯カメラのレンタル設置による犯罪抑止効果検証（E事業） 

 

  町内に南北に伸びている２本の道路に、北側から南方へ向けて監視でき

るように各々１台ずつ設置してあった防犯カメラに加えて、今回の事業に

より、上記２本の道路と交わる東西の２本の道路に西側から東方へ向けて

監視できるように各々１台ずつ設置しました。これにより、監視の目が増

え、犯罪に対する抑止力が増しました。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

設置状況（その１）      防犯カメラからの画像 
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４成果と課題

及び今後の

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置状況（その２）      防犯カメラからの画像 

 

 

（１）事業実施の成果及び課題 

成果 

  パトロールの回数を増やしたり、青色パトロールを実施したことによる

数字的な成果は出ていませんが、不審者や不審車両を以前に比べて見かけ

なくなっていることがパトロール隊の意見として出ています。 

 

課題 

犯罪者が下見を多く行うと思われる昼間のパトロールを増やす必要が

あります。また、防犯カメラが町内でまだ未設置の地区への設置や既設地

区への台数の増強も必要です。 

 

（２）今後の取組み 

現在、隊員の登録数は 25 名ですが、常勤で仕事に就いている者もいて

必ずしも全員が動けてはいません。今後は、特に昼間動ける隊員の増加を

図り、犯罪者に下見をさせない地区にしていきたいです。 

 

 

 

 

 


